
東京電力株式会社
労働環境改善

2012/8/27現在

29 5 12 19 26 2 9 16

上 中 下 前 後

11月10月

労働環境改善スケジュール

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定 備　考下
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り

作業内容
9月8月7月

（実　績）
　・全面マスク着用省略エリアの拡大（8/9運用開始）
　　①車両汚染検査場のノーマスク化（作業時）※
　　②入退域管理建屋建設予定地のノーマスク化
      （基礎工事終了後の作業時）※
　　③協力企業棟のノーマスク化（企業棟使用の際の移動時）
　　④企業センター厚生棟の駐車場拡張エリアのノーマスク化
      （移動時）
　　⑤見学者のノーマスク化・一般作業服化（移動時）
　　※全面マスク着用レベルを下回っているが、
         念のため防塵マスクを着用。

（予　定）
　・一般作業服着用エリア、全面マスク着用省略エリアの拡大に
　　係る検討

　  （実　績）
 　・協力企業との情報共有
    　8/9安全推進連絡会開催 ：災害事例等の再発防止対策の周知等
　 ・作業毎の安全施策の実施（ＴＢＭ－ＫＹ等）

 （予　定）
 　・8/23安全推進連絡会の開催
 　・作業毎の安全施策の実施（継続実施）
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（実　績）
　・「１Ｆ緊急作業従事者の長期健康管理」実施内容の検討
   ・「健康相談窓口」開設
　・各協力企業の健康管理部署との連携
　　相談内容の共有、各社からの相談受付
 
（予　定）
　・社外機関（厚生労働省等）との調整
   ・対象者（社員・協力会社作業員）に追加健診実施の案内
　　および具体的運用の周知
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（実　績）
   ・男性看護師（4名）を採用し，１Ｆ救急医療室とＪＶ診療所へ配置
　・１Ｆ救急医療室とＪＶ診療所の９月末までの医師確保完了
　
（予　定）
　・平成２４年10月以降の各医療拠点の体制検討
　・１Ｆの救急医療室とＪＶ診療所の恒常的な医師の確保に向けた調整
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防護装備の軽減化
検討

重傷災害撲滅、全
災害発生件数低減
対策の実施

健
康
管
理

長期健康管理の実
施

継続的な医療職の
確保と患者搬送の
迅速化

APD不正使用を受
けた再発防止策

（実　績）
　・APDの適正装着に関して強調して放射線防護教育を実施
　　（8/6～実施）
　・APDとガラスバッジ等との線量データ比較および作業内容と線量の
　　比較において特異なデータがないか確認
    （H23.11～H24.5分実施中）

（予　定）
　・高線量被ばく作業について，胸部分が透明なタイベックを着用
　　（10月～）
　・当社監理員や元請担当者が現場立ち会い時に抜き打ち的に
　　APD装着状態を確認（8/16～）

検
討
・
設
計
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厚生労働省等との調整

10月以降の各医療拠点の体制検討

男性看護師を配置

健康相談受付

全面マスクのフィルタ変更（ダストフィルタ装着）に係る運用実施

保護衣の変更（一般作業服着用）に係る運用実施（正門、免震重要棟、5・6号サービス建屋の間の移動）

一般作業服着用エリア、全面マスク着用省略エリアの拡大に係る検討

情報共有、安全施策の検討・評価

熱中症予防対策の実施

通気性の良いカバーオールの配備

全面マスク着用省略エリアの拡大（車両汚染検査場、企業棟等）の周知、運用実施

△8/9運用開始△8/2現場周知

胸部分が透明なタイベックの仕様検討・調達

APDとガラスバッジ等の比較

APD適正装着に関して強調して放射線防護教育を実施

当社監理員や元請担当者による抜き打ち的なAPD装着状態確認

胸部分が透明なタイベックの着用

対象者への案内および具体的運用の周知
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（実　績）
　・作業員の確保状況と地元雇用率の実態把握（継続的に実施）
　・作業員の確保状況（９月の予定）と地元
　　雇用率（７月実績）について調査・集計

（予　定）
　・作業員の確保状況10月の予定）と地元
　　雇用率（8月実績）について調査・集計

（実　績）
　・労働環境・生活環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のフィード
　　バック
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応

（予　定）
　・労働環境・生活環境・就労実態に関する意見交換及び実態把握
　　（継続的に実施）
　・意見交換及び実態把握に基づく解決策の検討・実施・結果のフィード
　　バック（継続的に実施）
　・作業員へのアンケートによる実態把握（定期的に実施）
　・相談窓口への連絡（処遇・労働条件等）への対応（継続的に実施）

（実　績）
　・１Ｆ車輌スクリーニング・除染場の建設を完了
　・１Ｆ車輌スクリーニング・除染場の試験運用実施
    （4月24日～8月9日）
   ・入退域管理施設の建設工事着工
　・１Ｆ車輌用スクリーニング・除染場の本格運用への移行
    （8月10日）

（予　定）
　・入退域管理施設の竣工（２５年３月予定）後、Ｊヴィレッジの
　　入退域管理機能を１Ｆに移転

（実　績）
　・事務本館休憩所・免震棟前休憩所の線量低減に関する詳細検討
　・免震重要棟1階・2階の一部の線量低減に関する詳細検討

（予　定）
　・実施時期・工法等の詳細検討継続
　・１０月２２日より作業員の被ばく線量に影響の大きい事務本館
       休憩所・免震棟前休憩所の線量低減工事を優先して実施予定
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作業員の確保状況
と地元雇用率の実
態把握

労働環境・生活環
境・就労実態に関
する企業との取り
組み

警戒区域解除に伴
う新たな出入り拠
点の整備について

線量低減・非管理
区域化エリアの拡
大について

作業員の確保状況と地元雇用率の実態把握

労働環境・生活環境に関する実態把握・解決策検討・実施

▽協力企業との意見交換会（労働環境）
協力企業との意見交換会（労働環境）
▽ ▽ ▽

入退域管理施設の基本設計等

１Ｆ車輌用スクリーニング・除染場の試験運用

免震重要棟前休憩所・事務本館休憩所の線量低減に関する詳細検討

免震重要棟1階・2階の一部の線量低減に関する詳細検討

入退域管理施設の建設工事

１Ｆ車輌用スクリーニング・除染場の本格運用

線量低減工事（事務本館休憩所・免震棟前休憩所）の実施

▽協力企業との意見交換会（処遇・就労実態） 作業員へのアンケート実施▽

作業員へのアンケート実施
（処遇・就労実態）

▽


